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ガイドライン表類（数値情報更新；令和 6 年度） 

 

表 1 特別な区域等の設定状況 （現行ガイドライン p.5） 
温泉保護のための特別な区域を設定している都道府県数＝26 

（内訳－１）～地域区分の段階数～              （都道府県数） 

特別保護地区、保護地区、準保護地区など、3 段階以上のカテゴリー

を設定 
7 

保護地区と準保護地区など、2 段階のカテゴリーを設定 7 

保護地区など、単一のカテゴリーを設定 
12 

 

（内訳－2）～特別な区域での主な規制内容～     （都道府県数（重複有）） 

掘削の原則禁止 19 

掘削の全面禁止をせず区域内で規制距離を設ける 13 

増掘の禁止 9 

掘削口径の規制 7 

深度規制 9 

工事及び動力申請時の影響調査業務 3 

吐出口規制 5 

揚湯方式の指定 2 

総量規制（揚湯量の規制） 11 

大深度掘削を実施する場合の距離規制 5 
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表 2 既存源泉からの距離規制の実施状況 （現行ガイドライン p.6） 

既存源泉からの距離規制（原則掘削禁止等）を実施している都道府県数＝20 

（内訳１）～既存源泉からの距離～           （都道府県数） 

１０００ｍ 0.5 

８００ｍ 1.5 

７００ｍ 0.5 

６００ｍ 0.5 

５００ｍ 7 

４００ｍ 0 

３００ｍ 3.5 

２００ｍ 2 

１５０ｍ 1.5 

１００ｍ 1.5 

６０ｍ 0.5 

５０ｍ 0.5 

２５ｍ 0.5 

（注：特別な地域（保護地区等）とその他の地域にカテゴリーを分割した上で異

なる規制距離を設けている場合は 0.5 ずつ計上。また、同一カテゴリー内で複

数の規制距離を設けている場合は最も大きな数値を選択している。） 

 

（内訳２）～大深度掘削を実施する場合の既存源泉からの距離～ （都道府県数） 

２０００m 1 

１０００m 4 

（注：掘削深度が 500ｍないし 1000ｍ以上の場合の規制距離） 
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表３ 温泉の保護に関する要綱等の策定状況 （現行ガイドライン p.7） 
温泉の保護に関する要綱等を策定している都道府県の数＝39 

（内訳１）～要綱等の種類～                 （都道府県数） 
要綱 17 

要綱と内規を併用 10 

内規 12 

（注：本表では、実際の取決めの名称にかかわらず、温泉の保護に関する規制の

仕組みを公開している場合は「要綱」、原則非公開としている場合は「内規」と

して取りまとめている。） 
 

（内訳２）～要綱等の主な策定経緯～        （都道府県数（重複有）） 
科学的な調査を基に策定 8 

審議会委員や専門家の学術的意見を参考に策定 25 

他の都道府県の事例を参考に策定 6 

地域の慣例や過去の審議会の取決めを明文化 8 

調査時点において経緯が不明 12 

 

表４ 距離規制における未利用源泉の取扱い （現行ガイドライン p.14） 

距離規制において、一定期間利用していない源泉を既存源泉とみなさない都道

府県の数＝8 
（内訳）～既存源泉とみなさなくなる未利用期間～      （都道府県数） 
１０年 1 

５年 2 

３年 1 

未利用となった時点 1 

その他 3 

 

その他の内容 
 未利用源泉の定義は決まっていない。なお、「既存源泉」については保護要

綱にて「現在利用中の源泉、または、現在利用されていないが近く使用する

目的で維持管理の行為がなされている源泉をいう。」と定めており、個々の

状況に応じて判断することとしている。 
 期間の設定なし。 
 源泉所有者への聞き取り等を基に個別判断する。 
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表５ 源泉所有者等の同意書添付指導状況 （現行ガイドライン p.16） 

下記の項目について、専門家からの意見を踏まえ整理することが考えられる。 
掘削申請時等に既存源泉所有者等の同意書を添付するよう求めている都道府県

の数＝36 

（内訳）～同意書添付を求める既存源泉からの距離～     （都道府県数） 

３０００ｍ 2 

２０００ｍ 1 

１０００ｍ 13 

８００ｍ 1 

７００ｍ 0 

５００ｍ 16 

３００ｍ 1 

２００m 2 

（注：特別な地域（保護地区等）とその他の地域にカテゴリーを分割した上で異

なる規制設定を設けている場合は最も大きな数値を選択。） 

 

 

 

図 3 浴用や飲用以外の温泉利用 （現行ガイドライン p.30） 

 

農業・園芸利用 養殖利用 地熱・バイナリー・ガス発電利用 融雪利用 

食品・飲用水利用 生活用水 施設暖房利用 工業用水 観光施設利用 

雑用水 馬利用 畜産利用 その他 
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参考：浴用や飲用以外の温泉利用（内訳） 
バイナリー発電、ハウス栽培等農業利用、ロードヒーティングや床暖房など 

農業用ハウスの暖房用、融雪用 

熱発電（発電用）、農業用（野菜の乾燥、温泉卵の製造、ビニールハウスの暖

房用）、養鶏、工業用（容器洗浄用） 

洗濯用水、ゴルフ場内の散水、ビニールハウス暖房、地熱発電 

養殖、園芸、暖房 

農業用水、養魚、消雪 

馬の治療、芝の育成、融雪、湯花採取、半熟卵製造、農業ハウス暖房用、地

熱発電 

トラフグの養殖、競走馬用、バイナリー発電等 

漁業（養魚）、湯の花採取（湯の花採取・湯もみ宣伝用）、食品加工用（煎餅

加工）、雑用水（融雪用） 

消雪用、工業用（天然ガス採取等）、調理用、農業用 

魚の養殖、清涼飲料水の原材料等 

道路の消雪、工業用（洗浄用） 

花栽培、養魚 

水景施設（噴水）、農業ハウス用、洗濯、観光用（間欠泉）、床暖房、融雪用 

地熱発電 

メタンガス発電、バイナリー発電、浴用剤製造 

温室暖房の熱源 

生活用水、馬浴用、工業用水、水鳥舎飲用、農業用水 

トイレ用水、雑用水 

野菜の加工工場でネギの洗浄用水、庭の散水 

温泉発電及び農業利用 

化粧品原料、清涼飲料水の原料、観光地の温泉卵の加温、顔湯（温泉の湯気

を顔にあてる）、床暖房、洗濯、池の水（すっぽんの養殖など） 

養殖、工業用水、融雪 

魚の養殖、ペット温泉 

生活用水 

すっぽんの養殖 

バイナリー発電、プール 

養殖用、ハウス園芸、ペット温泉、焼酎原料、プール 

農業園芸、暖房、養殖、湯の花採取、観覧（観光）、発電利用 

農業用、畜産用 

暖房熱源（農業用，水産用，建物用）、発電 
 


